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７ 車両 

番号 対策の名称 

② エコドライブ実践 

内容 

エコドライブを効果的に推進するため、チェックシートを作成・管理し、実践状況

を確認します。 

自動車の使用者は、運転終了後に運転状況を記入します。運転管理者は、このシー

トを定期的に確認し、未実施の項目がある場合は運転者に注意喚起を行います。 

 

 

 
 

効果 

＜エコドライブを１年間実践した場合のシミュレーション（下記条件に基づいた場合の試算例）＞ 

貨物自動車 20 台でチェックシートに示す行動を１年間実践する。 

・燃料費削減効果 年間 168,000 円 

・CO2 排出削減効果 年間 2,784kg-CO2  

（試算条件） 

・エコドライブによる燃費改善を３％と想定する。エコドライブ実践前の燃費は 10km/L であった。 

 20 台の平均年間走行距離は 20,000km であった。 

 →20,000km/年･台×20 台÷10km/L×0.03＝1,200L/年 

・燃料費削減効果：エネルギー単価をガソリン 140 円/L として 1,200×140＝168,000 円/年 

・CO2 排出削減効果：CO2 排出係数をガソリン 2.32kg-CO2/L として 1,200×2.32＝2,784kg-CO2/年 

 

ポイント 

・デジタルタコグラフやドライブレコーダーを装着した車両は、運転状況がリアルタ

イムで記録されるので、運転状況を解析し、運転者に対してさらなるエコドライブ

を促します。 

  

＜チェックシートの例＞ 


